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1英 語 のbeに つ い て の一・考 察
岩 倉 国 浩
I
nlの動詞 に比べ てbeの もつ特殊性については今 さら述 べ るまで もな
い周知 の事実 であ るが,こ の特 殊性 の故 にbeの 扱い は一つの問題 とな り
うる要素 を含 んでい る。 これを英 語の中で他 の動詞 ・助動詞 とどの よ うに
関係 づけ るかについ ては,い まだ一致 した説 はない よ うである。普 遍文法
(Universalgrammar)を最終的 目標 とす る変形文法 におい て も,学 者
に よ りbeの 扱い方が異 なってい る。 もっと正確に は今の ところまだbe
ユ
には余 り注意が払われていないというのが実状のようである。本論は変形
文法の立場から従来のbeの 扱いを批判しつつ,beを 英語の中でどのよ
うに位置づけるのが妥当であるかについて一つの考察 をし,あわぜて一つ
の提案をしようとするものである。
五
まず今 までの変形文法 ではbeを どの ように扱 ってい るかを み て み よ
う。
チ ョムス キーはAspectsoftheTheoryo/Syntaxの中で(p.107)
CopulaPredicate
(iii)晒v{黙∴ 励 　 }
(iv)Predicate-(Adjective
(like)Pre、icate‐Nominal}
としてい るが,上 のCopulaがまさにbeの ことである。 こ の書 き換 え
2規則 か ら判 断するとチ ョムス キーはここでbeを 一般 の動詞(V)と は別
個の もの と考 えている ようである。CopulaはVで はないが,Predicate
を従 えてVPを 構成 するのである。 さらに(iv)の 規則か らあ きらか な
よ うに,HeisadoctorのadoctorはNPで は な く てPredicate-
Nominalとい うことになる。 書 き換 え規則に使われ る記号は範ち ゅ う概
念(Categorialnotion)を表 わすべき もので,そ して範 ち ゅう概念 は機
能概念(Functionalnotion)とはは っき り区別すべ きであ る と チ ョムス
キー自身述 べているが(→Aspects,PP,64～74),ここでPredicateと
かPredicate-Nom董na1とい うのはあ きらかに機 能概念 を表 わす記 号 であ
る。NPと かVPと い う範ち ゅう概念 の記号 と,Predicate,Predicate-
Nominalとい った機 能概念の記号 を書 き換 え規則の中 で混然 と使 っ た の
は余 り妥 当でない と言 わざるをえない。
次 にbeを 『Copulaと表わすこ とであ るが, .上の表 わ し方か ら す る と
CopulaはVと 対等 の一つの範ち ゅうを表わ しているこ とにな る。 言 い
か えればbeはVで はな くてCopulaであ り,Vと 同 じくVPを 構成
す るτ要 素(Constituent)とな りうるのであ る。そして
VP→CopulaPredicate
とい う規則 か らあきらかな ようにPredicateはoptionalな要素 で は な
い。 したが って必 ずPredicateを必要 とする場合 だけ を:考えてい るよ うで
IbelievethatGodis
の よ うなbeはCopulaに は含 まれないご とに なる。 またPredicateと
してAdjectiveとPredicate-Nominalだけ しかあげてい ない が
Sheisup
Thebookisinprint
の よ うな場合 のbeも やは りCopulaにはいる ものであろ うし
Mypurposeistoquestionthevalidity
Hishobbyiscollectingstamps
3の よ うなbeも チ ョムスキーの言 うCopulaであ ろ うと思われ る。この
よ うなこ とを考慮 して み る とbeをCopulaと して他の一般動詞(V)
とは別 な一 つの範 ち ゅ.うをたてることは良い としても,そ の ためにCop-
ulaのとるNPをPredicate-Nominalとして,Vの とるNPと 区別す
ると,NPだ けでな くCopulaのとるAdverb,PrepositionalPhrase,
Sentenceなどをすべて区別 しな くてはならな くな り,簡 潔性(Simplic-
ity)とい う点か ら言 って も余 り妥当でないよ うに思わ れる。
さて次 に最近 出版 されたジ ェイコプスと ロウゼ ンバ ウムの共 著 に よ る
EnglishTrans}'ormationalGrammar(以下E.T.G.と 略す)で はbe
をどの よ うに扱 ってい るかをみ てみ よ う。
まずE.T,G.はVPは 必ずVB(Verba1)を一 つ含 んでい る と い
う考 え方 を してお り,VBは 深層構造で常にVPの 第 一構 成素であ る と
い う(→E.T,G.,P.52)。 この ため,た とえば
Silverisheavy
のisはCopulasegmentでTc(Copulatransformation)によ って
導 き出 され るとする(→E.T,G.,p.101)。
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4となるのであ るとい う。
要す るにSilverisheavyのislま助 動詞(Aux)と い うこ とにな り,こ
のVPのVBはisで はな くて形容詞heavyな のであ る。 これはAd-
jectiveもVerb同様VBで あ り両者 のちがい はAdjectiveが<-V>,
Verbが<+V>と い う素性(Feature)をもってい るとい うにすぎなヤ・と
い う考 え方(一 →E.T,G,P.63)に 基 づいてい る。 それでは
Johnisahero
の よ うなbeは どうな るか と・い うこ とが当然 問題 になるが,こ のbeは 一
種 の他 動詞 では じめか ら深 層構 造に存在 す るのだ とい う(一→E.T,(㍉
P。113)。したが ってE.T,G.に よる と
(1)Tomisfoolish
(2)Tomisafool
の(1〕のisは 助動詞,(2)のisは(他)動 詞 とい うことに な り,こ の二 つ
のisの 意味 ・機 能の類似に もかかわ らず両者は互 に異質の ものであ り(1〕
と(2)の文 はそれぞれ次 の ような深 層構造 を もってい ることになる。
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さらに 珍.T.G.に よれば
(3)Heisangry
(4)Hegetsangry
の ような二 つの文 も互に関連の ない,異 なる深 層構造を もつ と説明 され る
こ とになる と推 察 され るが,E.T,G.は(4)の ような文 につい て は 一言
5もふれて い ない。E.T.G.に よればVBと はVPの 中の主要素 で,深
層構 造の 中 で常 にVPの 第一要 素であ るとい うが,そ うする と(4)の文 の
VPはgetsangryであ り,そ の第一構成素 はgetsであろ うから,こ れ
がVBと す ればangryはVB・ でないこ とに なる。 す る と(3)のangry
はVBで(4)のangryはVBで ない とい う不統〒 な説明 をしな くて はな
らな くな る。
さらに(3)のangryをVBと 認 め る立場 か らす ると
(5)(1)Heisin
(II)Sheisup
の よ うなin,upもVBと い うことになるのであろ うか。 それと もこの
よ うなbeは(2)の文のbeと 同 じく動詞 とい うのであろ うか。 尸
この よ うにAdjectiveをVerbと一緒 にしてVBと い う一 つの 範ち
ゅうに入 れ るこ とは=見 簡潔性 に貢献 してい るよ うで,そ の実(1)と② の
isが別 ものである と説 明した り,(4)のよ うな文 の説明 が困難 になうた り,
㈲ の文 や,ま た
(6)(1)Myaimwastohelpyou
(II)Hishobbyiscollectingstamps
の よ うな文のbeを も考慮 する とき,か え って事態 を複雑 に してしま う恐
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れがあ る。以上の ことからE.T,G.のbeの 扱い も十分 に説得力の あ
る もの とは言いが たい のであ る。
皿
上で変形文法における,beの扱い方の二つをみてみたが,両者の共通点
はbeを 一般動詞(V)と 区別していることである。それはbeが 統語的
に他の動詞にはない特殊性をもっていることに注目するときむしろ自然な
考え方かも知れない。ここではbeを 一般動詞と比較 してその特殊な点,
共通 している点をみていきたい。
6ま ず.beが 一 般 動 詞(V)と 異 な っ て い る 点 を み て い くが,こ のbeの
特 殊 性 は と り も な お さ ずbeの 助 動 詞 性 と い う こ と に 外 な ら な い 。
(1)否 定 文 ・疑 問 文 を 作 る の にdoの 助 け を 借 り な い 。
(1)(1)TomisnothonestCf,Tomcannotcome
(ii)*Tomdoesnotbehonest
(2)(j)IsTomascholar?Cf;CanTombecomeascholar?
(1「)*DoesTombeascholar?
ヨ
(π)‐fibz動詞 の 場 合 は 肯 定 文 の 文 意 を 強 め る の にdoを 使 うこ と が で き
る が,beに は そ れ が 許 さ れ な い 。
(3)(j)*HedidbecruelCf,*Hedidcango
(iDHedidcomeyesterday
(皿)一 般 動 詞 の 場 合 は 反 復 を さ け る た め に 代 動 詞(Pro-verb)と し て
doを 用 い る が,beに は そ れ が 許 さ れ な い 。
(4)(i)*Heismorediligentthanyoudo
Cf,Heearnsmoremoneythanyoudo
(ii)``Isheangry?"*``Yes,hedoes.　
Cf,"Doeshelikeher?""Yes,hedoes."
(】y)Beは 特 に 口 語 でTc(Contractiontransformation)を受 け て 縮
約 形 を作 る こ と が で き る 。
(5)(i)She2Snotpretty-一→・Sheゴ37〆'pretty
(γ.Shecannotgo-一>Shecanノ 彦go
(ii)Isshenotstrong?一一>Isn'tshestrong?
qヂ.DoesshenotIovehim?→Doesn'tshe丑ovehim?
以 上 がbeを 一 般 動 詞 と区 別 す る 特 殊 性 で あ る が,こ れ ら はbeを 助 動 詞
と み な そ う と す る 考 え 方 の 根 拠 に な る も の で あ る 。
次 にbeの もつ 動 詞 性,す な わ ちbeが 一 般 動 詞 と 共 有 す る 性 質 を み て
い き たい 。
7(1)Beは 次の よ うな本動詞 としての用法 をもってい る。
(6?(1)IbelivethatGodis
(酊)WhateverZS,isright
もっともこのbeに つい ては否定文 ・疑問文 を作 るこ とはで きない よ うで
あ る。
(7)(j)?Godisnot
CII)?IsGod?
ただし法 助 動詞 を使 う場合 は許 される。
(III)Godcannotbe
(IV)CanGodbe?
(D命 令文 におい てはbeも 一般動詞 と全 く同 じ扱い を受 ける。
(a)一般 動詞 同様 常に不定 形(lnfiniteform)が使 われる。
(8)BequietsCf,Comeateight!
(b)強調にはdoを 用い る。
(9)Dobequiet!Cf,Dotellthetruth!
(c)否定の命 令文 はdon'tの助 けを借 りる。
(10)Don'tbenoisytCf,Don'tmakeanoise　.
(皿)疑 問文においてい くつかの共通点を もつ。
(a)疑問詞が主語 に なるときはbeも 一般動詞 も同 じ扱いに なる。(す
なわちdoを 使 わない)
(11)Whoisfondofhim?Cf,WhoZikeshim?
(b)ある特殊 な疑 問文 ではbeもdoの 助 けを借 りることがあ る。
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(12JWhydon'tyoubemorereasonable?
(c}疑 問 文 が 間 接 疑 閥 文 の 形 に な る とbeも 一 般 動 詞 も 同 じ扱 い を 受 け
る。
(3)Iaskedhim〔 酵Areyouallright?酵〕 一一>
Iaskedhimifhewasallright
8(f,Iaskedhim〔#Doyouknowher?#〕 →
Iaskedhimifheknewher
(皿)Beを 含 む 文 はinfinitivecomplementizer,gerundivecomple-
mentizerをと っ て 埋 め 込 み 文(Embeddedsentence)に な る と きbeは
一 般 動 詞 と 同 じ 扱 い を 受 け る
。
(a)肯 定 文 の 場 合
個(i)Iwant〔#Heishonest#〕 一 一>
Iwanthimtobehonest
Cf.Iwant〔 舁Hemakesit葬 〕 →
Iwanthimtomakeit
(ii)Shestops〔#Sheiscruel#〕一→ShestopsbeingcrueI
(乳Shestops〔#Sheplaystennis#〕 一→Shestopsplaying
tennis
(b)否定 文 の 場 合 。
(1紛(i)Iwant〔#Heis且otlazy葬 〕 一一→
Iwanthimnottobelazy
C}'.Iwant〔#Hedoesnotcome#〕 一 →
Iwanthimnottocome
(iDIamproudof〔#Sheisnotbad〕 一→
Iamproudofhernotbeingbad
(ン:Iarnproudof
.〔酵Shedoesnotspeakbadly詳〕 一→
Tamproudofhernotspeakingbadly
(W)Beはτ般動詞と同じく進行形 ・完了形を作るごとができる。
(16)Heiscrueltom.e→HeZSbeingCrueltome
(17)Sheisdishonest-→Shehasbeendishonest
(V)一 般 動 詞 と 同 じ く 法 助 動 詞(Moda1)を と る こ と が で き る 。
(18)HemaybesickCf,Hemayfeelsick
9以上 の よ うなbeの 動詞性 は ・beを一般 動詞 と同 じ範 ち ゅうに 入 れ て
beを動詞(V)と み なそ うとす る考 え方 を支 持す るものであ る。
このよ うにbeに は助動詞 性 ・動詞性 の両方があ るこ とが分 かるdそ こ
でbeを 助動詞 ・動詞の どち らに考 え る方 が簡 潔性 その他の点 で よ り有利
であるか とい う問題 であ る。 ここでは仮に今 までみて きたよ うなbeを 動
詞(V)と 考 え,HeZSstudyingやHeZSstruckbyherのbeを助
5
動詞 とみ なしゴこれを動詞beと と区別する立場をどることにしたい。
w
上 でわ れわれはbeを 動詞(V)と みなす立 場を とるこ とに したが,次
に動詞 と してのbeが どのよ うな もの を従 えるか,す なわち一般動詞が と
るよ うな ものをは たしてbeが 従 え うるか ど うかとい う観点か らbeの 動
詞性 を確 かめてみ よ う。
(1)VはNPを とる。(VP→V"NP)
これは たとえば
(1)Hekillsadoctor
(2)Hebecomesadoctor
な どの動詞 はそれぞれ後 にadoctorとい うNPを 従 えてい るわ け で,
今 これらの動詞 の代 わ りにbeを 入れてみ ると
(3)Heisadoctor
と文法的 に正 しい文 にな り,beもNPを とることが分か る。 そ して〔1),
(2),(3)のadoctorがいずれ もNPで あ ることはTcs(Cleftsentence
transformation)をかけて
(1)'Whathekillsisadoctor
(2)'Whathebecomesisadoctor
(3)'Wha-theisisadoctor
の よ うにいずれ も非 文になら ない こ とに よって検証 される。
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(DVの と るNPがSを 含 む'こと が あ る 。 ・(VP→V^NP,NP
→N^S)
た と え ば
(4)Iliketoreadinbed
の 文 のtoreadinbedで あ る が,こ れ がNPで あ る こ と はTcsで
(4)'WhatIlikeistoreadinbed
と 文 法 的 に 正 し い 文 が 生 ま れ る こ と か ら分 か る 。 こ り よ う な も の は 名 詞 句
補 文(NPcomplementsentence)と よ ば れ て い る 。 と こ ろ でbeも 同
様 のSを と る こ と が あ る 。
(5)(1)Mytaskistopreach
CII).Herobjectwastoknowhismind
こ れ にTcsを 加 え て み る と
(5)'(1')Whatmytaskisistopreach
(II')Whatherobjectwaswastoknowhismind
と な り,(5i),(5ii)に 含 ま れ たtopreach,toknowhismind
が 名 詞 句 補 文 で あ る こ と が 分 か る 。Beは さ ら に 他 の 動 詞 同 様gerundive
complementizer,clausecomplementizerを備 え た 名 詞 句 補 文 を と る こ
と もで き る 。
(6)(1)Myhobbyiscollectingstamps
Cii)ThisiscarryingthejokeaIittletoofar
(7)(1)Thereasonisthattheclockwasoutoforder
(ii>ThefactisthatIforgotallaboutit
(.iii)ThequeerthingisthatwecarelessandIessabouther
CIV)Ourfearwasthathemightbekilled
s(
V)Thequestioniswhetherthenewsistrueornot
(H)VはPPを と る 。(VP-→V^PP,PP→P^NP)
た と え ば
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(8)Heapprovedoftheplan
の 文 にTcsを か け る と
(8)'*Whatheapprovedisoftheplan
(8)"Whatheapprovedofistheplan
と な る こ と か ら(8)の文 のoftheplanはNPで は な くPP(Preposi‐
tionalphrase)であ る こ と が 分 か る 。Beも 同 様 にPPを と る こ と が あ
る 。 た と え ば
(9)(j)Hewasunderthesentenceofdeath
(酊)Weareongoodterms
(III)Shewasinaconfusedstateofmind
な ど が そ うで,こ れ ら にTcsを 加 え て み る と
(9)ノ(1ノ)Whathewasunderwasthesentenceofdeath
(「iノ)Whatweareonisgoodterms『
(i而ノ)Whatshewasinwasaconfusedstateofmind
とな り,(9)の各文 が..む こと紛 力・る0さ らにごあPPI,含 まれ
たNPがSを も っ て い る こ と が あ る。(VP→V'一'PP,PP→
P^NP,NP→N^S)＼'
(10)(j)Heisforreturninghome
(酊)Iamagainstyourgoingtherealone
(iii)Thetoolisfortighteningbolts
(iV)Theshaftistodrivethemotor
(V)Theroomisforyoutolivein
こ れ ら はTcsに よ っ て
(10)'(j')Whatheisforisreturninghome
(iiノ)WhatIamagainstisyourgoingtherealone
(iii')Whatthetoolisforistighteningbolts
(iV')Whattheshaftisforistodrivethemotor
(V)Whattheroomisforisforyoutolivein .
と い ず れ も正 し い 文 が 生 ま れ る こ と か ら ⑳ の 各 文 がPPを 含 む こ と が 確 認
12
で き る 。
(W)Vは 直 接Sを 従 え る こ と が で き る。(VP・ 一 》V^S)た と え ば
(11)Hecondescendedtσ・helpmewith血yhomework
の 文 にTcsを 加 え て み る と
(1)a'*Whathecondescendedwastohelpmewithmyhomework
と 非 文 に な る こ と か らtohelpmewithmyhomeworkは 名 詞 句 補 女
で は な い こ と が 分 か る 。 す な わ ち こ のtohelpmewithmyhomework
はVPに 直 接 支 配 され るSで 動 詞 句 補 文(VPcomplementsentence)
と よ ば れ る も の で あ る(一一→P.S.Rosenbaun,TheGrammarofEng-
lishPredicateComplementConstructions,PP.93-95)O
Beも 同 様 なSを と る こ と が あ る 。 た と え ば.
(12」(j)Weweretomeetatthestation
(ii)TheplayistobepresentedonSaturday
な ど が そ れ で こ れ ら にTcsを 加 え る と
(12)'(j')*Whatwewerewastomeetatthestation
(iiノ)*WhattheplayISistpbepresentedonSaturday
と い ず れ も非 文 に な っ て し ま う。
(V)VはA(djective)を と る 。(VP→V^A)
た と え ば
(13)(j)Hegetsangry
CII)Sheseemshappy
な ど が こ れ で,こ れ ら の 動 詞get,seemの 代 わ りにbeを 入 れ て み る と
α4)(i)Heisangry
(ii)Sheishappy
と文 法 的 に 正 し い 文 が で き る こ と か らbeもAを と り う る こ と が 知 れ る 。
と こ ろ でAは
⑮(i)Heisawareofthefact
(ii)Iamafraidof'thedog'
(iiDHeisanxious・about115health
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S
な ど の よ う に 後 にPPを 従 え る こ と が あ る こ と か らAP→A^PPと
し てAを 導 き 出 す べ き で あ る 。 こ のPPの 中 のNPが さ ら にSを 含 ん で
い る こ と も あ る 。 た と え ば
(16)(1)Iamanxiousforyoutomarryher
(iDIameagerforhertogetalongwithhim・
CIII)Iamsorryforyoutothinkso
(jV)Theyarenotkeenfortheirdaughtertomarryhim
(V)Thechildrenwereimpatientforthebustostart
(VDTheg三rlisafraidtogotobedinthedark
(燐i)Iamreadytotaketheex'amination
な ど で こ れ ら にTcsを 加 え て み る と 齒 ・
(16)ノ(i')WhatIamanxiousforisforyoutomarryhim
(iiノ)WhatIameagerforisforhertogetalongwithhim
CIII')WhatIamsorryforisforyoutothinkso
(iv)Whattheyarenotkeenforisfortheirdaughterto
marryhim
(V1)Whatthechildrenwereimpatientforwasforthebus
tostart
(vi')Whatthegirlisafraidofistogotobedinthedark
(viiノ)WhatIamreadyforistotaketheexamination
とい ず れ も文 法 的 に 正 し い 文 が 生 れ る 。.
そ の 外 こ の 名 詞 句 補 文 がgerundivecomplementizer,clausecom-
plementizerをと っ て い る 場 合 も あ る 。 ・
U7)(i)Sheisreadyforstarting
(jj)Heisslowinsympathizingwithothers
Ciii>Iamafraidofbeingbittenbythedo9
(IV)Heisdesirousofobtainingagoodjob
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(V)Sheissproudofherson'sbeingwise
X18)(1)Sh・i・aw・e・h・ herh・・b・ndhasl・ tth,
m。。,y
(iDH・iss・ ・eth・t・h,i,h。。。,t
CIII)Sheisafraidthatshemightbekilledbyhim
(IV)Heisgladthatsheisnotgoingabroad
(V)1・m・ ・rryth・ty・u・'b・・th・f。i1。di。hi,ex、
ms
(VDIamdoubtfulwhetherIcanaffordit
(VII)1・mign・rantwh。h、shurth,i°r・
以 一上 の デ ー タ を 考 慮 し てAPを 書 き 換 え る と
AP→A^(PP)・PP→P^NP ,NP→N-(S)
と な る 。'
と こ ろ でAはPPを 二 つ と る こ と も あ る
。r
(19)(j)lamnotresponsibletoyouformyactions
(ii)Weare・ymp・th・ti・withhimi。hi,g,i,f
(iii)Sh・w・a…ywi・hhimf・ ・h・V1・gb・・k,。hi,p
,。mi,e
(IV)1amgratefultoyouforcallingonme
CV)lamashamedfoiyouthatyouhavedones
uchathing
ま たAは 醵 にS縦 え る こ と も あ る(→P ・S.R・・enb・um,。p.cit.,
p.105)。た と え ば'
(20)(j)lwashappytoreceiveherinvitation
(iDThebabyisunabletowalk
(iii)Youarewelcometocome
な ど が そ れ で,こ れ ら にTcsを か け る と
⑳'(i')*Wh…w・ ・h・pPy(PREP)w・ ・t。recei。,h,,三
。。i,、.
tion
(ii')*Wh・tth・b・byi・un・b1・(PREP)i,t6w、1k
(iii')*Wh・ty・…ew・1・ ・me(PREP)is鹽t。、。me
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と い ず れ も 非 文 に な る こ と か ら,toreceiveherinvitation,towalk,
tocomeは 名 詞 句 補 文 で は な く,APに 直 接 支 配 され るAP→A"'S
のSで,い わ ば 形 容 詞 句 補 文(APcomplementsentence)で あ る 。 し
ユ　
たが ってAPは
¥PP)(PP)
AP-A"
Cs)
の よ うに書 き換 えられ る。
以上み て きたことか らbeはVの とる もの を同様に従 えることがあき
らかにな り,beの 動詞性 が確認 され たことになる。
Y
以上われわれはbeに ついて二つの観点から考察してきた。一 つはbe
の もつ統語 的特性の観点,今 一つはbeが 何を従え うるかとい う観点で,
この二つの観点からbeの 動詞性を確認してきた。ここでまとめの意味で
動詞beに 関する書き換え規則をあげると.
S→NP^VP… 糠 ミ}
NP-一>N^(S)
PP-一>P^NP
AP→A^{(PP)CPP
(S))}・
エヨ
となる。 このbeに 関 する規則(RB)と 他の一般 動詞 に関する規則(Rv)
を比べてみる と・(R$)は(Rv)の 中に包含 されて しま うことが 分か る。
RB Rv
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したがってRvが 与 え られればRBも その中 に含 まれてい るわ け で
,R、
が別個 に与 えられる必要 はないのである。 すなわ ちbeをVと して扱 え
ぱ一般性(Generality)が高 いだけでな く,そ れがそのまま簡潔性(Sim-
plic{ty)とい うことに貢献す るこ とに な り,こ こにbeを 一般動詞 と同
一の範ち・うに入れて
・vと して扱 うことの大きな利点があるのである♂
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通 し て 戴 い て,有 益 な 助 言 を 戴 き,ま た 貴 重 な 文 献 を も見 せ て 戴 い た 。 そ
し て 本 論 の 中 の 英 文 が 非 文 か 否 か に つ い て は ニ ユ ー ヨ ー ク 大 学 助 教 授C .
S.Haynes博 士 の 御 意 見 に よ る も の で あ る 。 三 先 生 に 心 か ら感 謝 の 意 を
,
表 明 し た い 。
2.さ ら にE .T,G.は
(a)Heisstudyingveryhard
(b)Sheisstungbyabee
のbeも 助 動 詞 と 考 え て い る よ うで あ る が ,す で に み て き た よ うに(1)Si1-
verZSheavyのisを 助 動 詞 と考 え て い る た め ,(1)のよ う なbeと 上 の
(a)や㈲ のbeと の 区 別 が は っ き り し な く な っ て く る と い う問 題 も 起 る
。
3.た だ し 否 定 文 ・疑 問 文 の 文 意 強 調 に は 使 わ れ な い 。
*Hediddidnotcome
*Didhedocome?
4.こ れ に つ い てHornbyは 次 の よ う に い う。
Theinterrogative-negativemaybeformedwithauxiliaryd
oin
rhetoricalstyleorwhenbemeans`become'
Whydon'tyoubemorereasonable?
Whydon'tyoubeamanandfaceyourtroublesbravely?
Whydon'tyoube(i.e,traininordertobecome)anengineer?-
A.S.Hornby,AGuidetoPatternsandUsageinEnglish,p,g
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5.Beを 動 詞 と 考 え る こ と に 関 し て,た と え ばhaveに も
(a)(j)Hasheanicecar?
II)Shehasnotsuchaprettybag,
(b)(i)Hehasnotlonghair→Hehasn'tlo血ghair
(ii)Hasshenotabicycle?一一>Hasn'tshe・、abicycle?
の よ う な 助 動 詞 性 が あ る に もか か わ ら ず こ のhaveは ふ つ う動 詞(V)と
み ら れ て い る こ と な ど を 思 い 合 わ す べ き で あ ろ う。 そ し て 動 詞 と し て の
beと 助 動 詞 と し て のbeを 区 別 す る こ と に つ い て は 》 た と え ばhaveや
doに も
(c)(j)Hehasalongnose
(ii)Hehasllotfinishedltyet
(d)(1)Doyoudosuchathing?
CII)Doyougotobedsolate?
の よ うな 二 種 類 のhave,doが あ る こ と を 思 う と き そ れ ほ ど 不 自然 な や り
方 で は な い と い え よ う。
6.念 の た め{6),(7}の各 文 にTcsを 加 え て み る と
(6)'(j')Whatmyhobbyisiscollectingstamps
(iiノ)Whatthisisiscarryingthejokealittletoofar
(7}'(i')Whatthereasonisisthattheclockisoutoforder
(jj')WhatthefactisisthatIforg"otal'1aboutit
CIII')Whatthequeerthingisisthatwecarelessandless
abouther
HIV')whatourfearwaswasthathemightbekilled
(V')Whatthequestionisiswhetherthenewsistrueornot
と い ず れ も文 法 的 に 正 し い 文 が 生 ま れ る 。
7.と こ ろ で(9)の各 文 と 同 じ くPPを 含 ん で い る と思 わ れ る 次 の よ うな 文
(a)Thebookisinprint
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(b)Iamonduty
(c)Sheisatliberty
は,Tcsを 加 え て み る と
(a)'*Whatthebookisinisprint
(b)'*WhatIamonisduty
(c)'MWhatsheisatislibety
と 非 文 に な っ て し ま う。 次 に 上 の 文 にTcsを 次 の よ うに か け る と
(a)"Whatthebookisisi且print
(b)"WhatIamisonduty
(c)　Whatsheisisatliberty
と い ず れ も文 法 的 な 文 に な る こ と か ら,inprint,onduty,atliberty
な ど は 本 来PPで あ っ た は ず の もの がPとNPが 密 着 し て 一 つ の ま と ま
っ た 単 位(Unit)を 作 っ て し ま っ て も は や 分 離 で き な くな っ て し ま っ て い
る こ と が 分 か る 。
8.圃 の 各 文 にTcsを か け る と
⑮'(1')Whatheisawareofisthefact
Cii')WhatIamafraidofisthedog
(iiiノ)Whatheisanxiousaboutishishealth
と な り,㈲ の 各 文 がPPを 含 ん で い る こ と が 確 認 さ れ る 。
9.働 の 各 文 にTcsを 加 え る と
αの'(')Whatsheisreadyforisstarting
(iiノ)Whatheisslowinissympathizingwithothers
(iii')WhatIamafraidofisbeingbitterbythedog
(IV')Whatheisdesirousofisobtainingagoodjob
(Vノ)Whatsheisproudofisherson'sbeingwise
と い ず れ も文 法 的 に 正 し い 文 が 生 ま れ る 。
10.X18)の各 文 にTcsを か け る と
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 (18)' ( j  ')  What she is aware of is that her husbund has lost the 
     money 
 (  II ')  What he is sure of is that she is honest 
 (  jjj') What she is afraid of is that she might be killed by him 
 (IV') What he is glad of is that she is not  going abroad  
(  V  ') What I am sorry for is that your brother failed in his 
     exams 
 (Vi') What I am doubtful about is whether I can afford it 
 (VII') What I am ignorant of is who has hurt her
と な る 。
11.こ の(19)の各 文 がPPを 二 つ 含 ん で い る こ と はTcsに よ っ て 分 か る 。
た と え ば(19V)の 文 は
WhatIamashamedforisyou
WhatIamashamedofisthatyouhavedonesuchathing
と い う二 つ のCleftsentenceが文 法 的 に 正 し い こ と に よ っ て(19V)が
二 つ のPPを 含 む こ と が 確 認 さ れ る 。(19)の他 の 文 に つ い て も 同 様 で あ る 。
12.Tcsは,テ ス トさ れ る 構 成 素 がNPの 場 合 は も ち ろ ん だ がAPの 場
合 で も正 しい 文 を 生 み 出 し て し ま う。
Heisadoctor→Whatheisisadoctor
Heisanxiousaboutit→Whatheisisanxiousaboutit
そ こ でNPとAPを 区 別 す る た め に はTcsでwhatの 代 わ り にhow
を 用 い た ら よ い と 思 う。
Heisadoctor-→*Howheisisadoctor
Heisanx三〇usaboutit→Howheisisanxiousaboutit
す な わ ち こ のhowを 使 っ たTcsで 非 文 に な れ ばNP,文 法 的 に 正 し い 文
に な れ ばAPと い う こ と に な る0
13.こ の 規 則 の 中 で 目 新 し い の はAPで あ る が,beとAPと の 関 係 は
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す で に み て き た と う りで,さ ら にbe以 外 の 動 詞 に つ い て も
Shegotangrywithhimforhavingbrokenhispromise
Heseemedhappytoreceiveherinvitation
な ど の デ ー タ か ら,こ の 規 則 が 有 効 で あ ・る こ と が 知 れ よ う。
14.た だVとbeの 区 別 を な く さ な い た め に
V→{X。P 。1、}のよう襯 則を設Y」るのも一案であると思 う.
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